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研究の目的は、医療的ケア児未経験の訪問看護師向けにe-learningプログラムを開発し、評価す
ることです。
医療の進歩とともに、ご自宅で痰の吸引など医療的なケアを必要とするお子さん（医療的ケア児）
が増加しています。医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律が施行され、その支援
はますます重要になっています。しかし、医療的ケア児の支援のためには、その知識や技術が必要
であるため、支援可能な訪問看護師は不足しています。そこで、高齢者等の支援をしている訪問看
護師の協力を得られれば、医療的ケア児の支援者増加につながるのではないかと考えました。
昨今onlineでの会議や学習の機会は増え、 e-learningも身近なものになりました。離島・へき地等
地理的な制約があり学習機会が少ない方も学習しやすいようにe-learningプログラムを開発すること
にしました。
e-learningプログラム視聴して頂き、評価を取り入れ e-learningプログラムの完成を目指します。

研究概要

〇医療的ケア児支援者育成の場での活用が期待されます。

産学連携の可能性（アピールポイント）

〇科学研究費「基盤(C)(19K10979)
医療的ケア児支援を可能にする現職訪問看護師育成プログラムの開発研究 (2019-2024)による助成
〇科学研究費「基盤(C)(22K10955)訪問看護師向け医療的ケア児の支援技術疑似体験型イーラーニ
ングプログラムの開発研究(2022-2025)による助成
〇鹿児島市南部親子つどいの広場たにっこりんにて子育て相談員及び研修会講師(2017-2024)

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/researchinfo/yama-naok/

「医療的ケア児」支援可能な訪問看護師増加を目指す研究
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